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研究要旨 
 非血縁者間末梢血幹細胞移植（PBSCT）におけるHLA不適合の影響を骨髄移植（BMT）における影響と
比較検討を行った。日本造血細胞移植学会データベースを用いて解析を行ったが、フォローアップが1
年程度と短い期間においては、非血縁者間PBSCTにおけるHLA不適合の影響はBMTと有意な差はなく、H
LA不適合非血縁者間PBSCTは妥当な選択であることが明らかとなった。 

 
Ａ. 研究目的 
非血縁者間末梢血幹細胞移植（uPBSCT）が増加傾向に
あり、さらにHLA不適合uPBSCTも施行可能となっている。
しかし、本邦におけるHLA不適合uPBSCTの治療成績に関
する報告は これまではなく、uPBSCTにおけるHLA不適
合の影響を明らかにすることを目的に本研究を行った。 
 
Ｂ. 研究方法 
日本造血細胞移植学会データベースに登録された非血
縁者間移植の症例のデータを後方視的に解析した。 
＜倫理面への配慮＞ 
大阪国際がんセンターの倫理審査委員会において承認
を得た。 
 
Ｃ. 研究結果 
生存者の観察期間がuPBSCT群において1年程であるこ
とから長期的な成績の評価は困難であった為、短期的
な治療成績の比較検討を中心に行った。また、uPBSCT
群においてはHLA不適合移植例が少ない点が本研究の
限界ではあった。uBMTにおけるHLA不適合の影響と比し
てuPBSCTにおけるHLA不適合の影響に大きな差はない
ことが示された。 
 
Ｄ. 考察 
少なくとも短期的な成績ではuPBSCTのHLA不適合の影
響はuBMTにおける影響と同等であると考えられた。た
だし、今回のデータでは長期的な合併症としての慢性G
VHDなどを評価するのが困難であり、今後の研究課題と
考えられた。 
 
Ｅ. 結論 
少なくとも短期的な成績ではuPBSCTのHLA不適合の影
響はuBMTにおける影響と同等であった。HLA適合ドナー
がいない場合にHLA不適合uPBSCTドナーを選択するこ
とは妥当であると考えられた。 
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